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原著

働く女性に対しての意見に関する一実証的研究

小 野公 ーネ

AN EMPIRICAL STUDY ON OPINIONS 

TOもNARD羽TORKINGWOMEN 

KOllichi ONO 

Attitlldes and oplillOns towarcl working women w巴restllclied. Sllbjects wer巴 marriecl

women who were employed fllll.time， unmarriecl women who were employ巴clfllll-time， full-
time housewives， ancl male sllpervisors or managers. The questionnaire used was composecl 

of 35 items which were clivided into eight categori巴s，e. g “women ancl hom巴ぺ “charac-

teristic b巴haviorof women '二“wom巴ns'job abilities"， and "women ancl companyぺ

R巴sultsof averege scores of the scale and t-test ar巴 asfollows: 

1. Sex-role myths， especially thos巴閃latedto wQ):k and homemaking， and work and women， 

ar巴 stillh巴ldby male supervisors or ma.nagers and full-time hOllsewives. 

2. Responses of full-tim巴 hOllS巴wlvesar巴 similarwith those of male supervisors or managers 

3. Working women feel that women hav巴 highmotivation to work and ability to perform 

higher levels jobs. Th巴refore，they beli巴ve that compani巴smust provicle opportunities for 

promotion， ancl training and development for women. 

1.はじめに

働く女性の問題は3 明治の殖産興業期以後今日にいた

るまで，!J*んに論議されつづけてきている。

特に，今日，全雇用者に占める女性，その中でも既婚

女性の割合の増加や，女性管理者の増加，労働基準法の

一般女子の保護 ・母性保護および男女平等規定の改正問

題，そして，社会的な自立を志向する女性の増加等が，

f!!i}Jく女性について論議させる機会を著しく多くしている

(労働省婦人少年局 1978， 1979)。

女性，特に既婚女性が，職場で働くことには，次のよ

うな問題点がある。その第 lは，女性が，家事 ・育児を

はじめとする家庭における仕事を負担しているという現

実である。このことは，働きたいとい う意志をもちなが

ら働けない女性，また，家庭にしか関心がないのに働か
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ざるをえない女性を生みだしている。第2の問題は，パ

ート タイマーや臨時i隊員(工)と して就労している女性

が多いと いう現実である。第 3の問題は，職場において

働く人間として自立を目ざす女性と，これまで我国の伝

統と して残っている男性中心社会との葛藤が存在するこ

とである。第4の問題は， j豊かな社会のもとでの家庭生

活をささえるために，既婚女性が経済的な動機のみで、労

働市場に参入するという現実である。

以上の諮問題点を背景として，女性が働くことの意味

や，働く女性をとりまく 人々が，それをどう見ているの

かを知るために， ["働く女性に関する調査」を質問紙法

で行なった。本稿では，この調査結果をもとに，女性が

働くこと に対する働く女性や彼女らを管理する男性管理

監督者， そして，働いていない主婦の意見から，働く女

性の問題，たと えば，家庭と仕事，能力と昇進そして，
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伝統的な性による役割分担の意識等について考察する。 が，本稿では，働くミス，働くミセス，専業主婦，男性

なお， ["働く女性に関する調査Jについては， 筆者が 管理者の 4つのグノレーフ。を分析の対象とした。なお，一

馬場房子らと日本応用心理学会第46回大会において， 部の項目については，パー トタイマーとして働く主婦も

n女性が働くこと」についての態度 ・意見調査(1)j]と 分析の対象とした。対象の内訳は，表 3-1から表 3-5に

して，その一部を発表しているが，本稿では，質問項目 示したとうりである。

のカテゴリー編成の一部変更や，男性管理監督者，既婚

のパート タイマーを対象に加える事により，より深くよ V. 結果と考察

り幅広い検討 ・考察を試みている。 回収された質問紙は，回答者の属性(性，年齢，結婚

11. 本研究の目的

本研究の目的は，女性が働くということを，フノレタイ

ムで働く未婚の女性(以下， 働くミスという)， フルタ

イムで働く主婦(同， 働く ミセス)， 働いていない主婦

(同，専業主婦)，男性管理 ・監督者(同，男性管理者)

が，どうとらえているかを，表 1で示すカテゴリ ーの視

点で分析し，特に，女性が働くこと(職業をもつこと)

にどのような意味を与えているのか，また，職場におけ

る能力商からみた男女差の有無の知覚をと うして，男女

平等(特に昇進)等を検討することにある。

表 1 カテゴリ ー表

リー
内容 項目 第号

l 女性と家庭 1. 9.16.24.30 

2 女性の能力開発 2.10.17.25.31 

3 企業もしくは職場 3. 7.11.17.18.22.26.32 
にとっての女性

4 女性の行動の特徴 4.12.19.27.33 

5 女性が働く理由 5.13.20.23.33.34 

6 社会情勢と女性 8.15.29 

7 仕事における男女 8.10.22.25.27.31.32 
平等

8 その他 6.14.21.28.35 

III. 本研究の方法

本研究は，質問紙法を用いて行なわれた。使用した質

問紙は，表 2に示したものである。

なお，この質問紙で用いた質問項目は，多くの文献お

よび新聞等から，女性および女性の労働についての記述

をあつめ， その各々について検討した上で，質問文に

し，次に，カテゴリーや全体的な構成の函から修正削除

して最終的な質問項目とした。

また，調査実施期間は， 1978年 9月1日から11月30日

までの 3カ月間である。

IV. 本研究の対象

調査の対象は，日本で生活する18歳以上の人々と した

の有1!¥'i，職業の有無 ・形態・地位)について分類され

fこ。

次に，各項目ごとにAと回答したものには 5点， Bに

は4点，以下C3点， D 2点， E 1点を与えて前述の 4

グノレーフ。各々について平均値をもとめ，グループ。問の平

均値の差を tテストによって検定した(表 4，表 5，表

6参照)。また，女性3グループ。の平均値については，分

散分析(Fテスト)による検定も行なった (表7参照)。

これらのテス トによ って各々の項目やカテゴリ ーに対

するグループ。問の意見の差の存在や大きさを把握するこ

とによって，その差が女性労働にまつわるさまざまな問

題とどのように関係するのかをみることが，本稿の大き

な主題である。それ故，ここでは有意な差を示したもの

について検討することにする。

V-1 女性3グノレーフ。の比較

女性3グループ。についての tテスト ・Fテス トの結

果，高い水準の有意差をもっ項目が多いカテゴリーは，

1・2・3・7の4カテゴリーである。そこで，ここで

は，この 4つのカテゴリ ーについて検討する。

〔カテゴリ ー1 女性と家庭〕

このカテゴリーに属する 5項目のうち tテスト .F

テス トと も有意な差が生じなかった項目は，項目30だけ

であり， tテス トでは残りの 4項目すべてに働くミセス

と専業主婦の間に有意差がみられるのが，注目に値する。

また，家事と仕事に関する内容をもっ項目 16および24

で，働くミセスが他の 2グlレーブ'との聞に有意な差を示

し，仕事優先に肯定的な態度・意見をみせ，働くミスと

きわだった差を示しているのが闘につく。 これは，働く

ミスの多くが結婚までの腰かけ的な態度注lで仕事をし

ているのに対して，働くミセスは，仕事を生活と不可分

のものとし全人格的に仕事にかかわっており，また，勤

続年数や年齢の関係から多少とも責任のある仕事につい

ており，その結果，かな り積極的な態度で仕事に向って

いるからであると考えられる。

注 l 本調査の対象となっ た働くミスは，表 3-1でわか

るように，約80%が， 18歳 ~24歳に集中して いる。



表 2 質問紙

く〉次に①から③まで、いろいろ主意見が{!~、、てあ リます。あなたがその意見に

A 大いに:a成 (全くそう 思 う) IL~は

B ややl!e成(ややそう思う )時は

C どちらとも言えな L叶与は

D . やや反対 (ややそう也わ~' ~ 、 ) II.~ L: 

E 大いに反対 (全〈そ j，¥どi?~~'l ‘ ) 11.，1': 
というよフに記入してドさ L、

l 働〈女性は、結附したり im，~ した )jカ zよ L 、

2 女性は、子供のliWi五は川~.I:峨した h が、本人のためによい。

3. M'l<立甘は 、結姉i去LfI・j¥を続けたブJが企業にと って虫ましい。

4 職場においてL、立tlはとかく !~~tNI二流さ il易 L 、

5 女性は 経済的にじl立すべきである。

6 働〈ミセスは、1'1分のfl平にも っと}'(ff:をむつべきである.

7 ミセスが、娘時代に1+1¥、ていた会社に再就職する ことは、その会社にと

ってプラスになる.

8 不況下てすま、y:刊の央主rtlが仙いのはやむを仰な t、。

9 働〈女性は、 rOI、ができた りi且腕した-);カ'よい。

10 自E力のある '1;.'刊は どんどんi立f.Iにするべきである。

!1 会社にと って 、主刊は煎裂なli!X7!である。

12. -1;;仰は、 1:1:"1午の 1'.でも相iヵ、なことにこだわる 傾向カtみられる。

13 女11:1止、結帰してし、京，!I'li1i肋のた的に 、働かなければならない '1'が多

L、。

14. -. ~!.i:の会H では k刊 I;J.、あまリ Ij.でな服装はつつしむべきである.

15. j丘び好況に主 i Ll;; . 女刊の~ilV品進出は、ますますm加するだろう .

16.働〈ミセスI;J.、家経よりもf.I:"1与を f{先すべきである.

17 会社1;、女刊 の能力J!fl先にむ っと努力すべきである。

18 女自 の一fHIは.~置場何人 Inll~1 係を川滑にする 。

19.女刊は、f.I:'I'同地でむ 、11えのれ持が強い。

20. 女甘は 、 I~I 分のむ っ ている能力 を発wするために 、 f:I:'I '; を むつべきであ

。a

21 女自は、収〈を1'1わなくてし 、11lょのl宜上とのためにをl会(1')な春日活動を

するべき である.

22.女性の労働にl刻する法的!JI.:lill(たとえば残業時HlJetc.)を緩和すべきで為ふ

23.女性は、家庭にいるよ 1)L、外で働くことによって、人と協測すること

... _."弘、ー

ピ 二子ぶ。

24.主婦は家庭生活を犠牲にしな L、山庄のパートをする ことの方が、フル ・

7イムの日事をして、'ぷOAに不o吐1::<を与えるよリはましである.

25.女性自身、昇進するために、もっと努力すべきである.

26.もっと多くの収飢に、 y:制は進:.1.¥すべきである。

27. Jくの女性は、抑制と対等lニfj:1)，;をす ることを欲している.

( 3 ) 
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〉

〉

〉

〉
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28 女性は、子育てが終ったら 、趣味を持って心泣かにくらすべきである.

29 将来は、育児期1111に1:1:1れをやめて、家経に入る立甘 1;1.減少する傾向が

強まるであるう。

30 たとえフノレ タイム向1:1:'1'をも っていてら 、女刊(j:)、に家'1与を'f.fムわせ

るべきではなも、.

31 女性でむ 、専門知J誌や技能を持てば、出世と対等に11:'1'をすることがで

きる。

32 企業は、能力のあるi<:1'!に 9H1とl司じ位向!Jf-j監の機会を与えるべきである.

33. 1:1:11'を持っている主婦に比べて叩主主婦は、視野が挟〈 なりやすい.

34 働〈立1'1'<')1;が いつまで も ~i'. ~ ~I きとして い ることカ''1-い。

35. 'I{刊は正後のために 、千に殺をつけておくべきである.

o 次的，!$i当するとこるに01:11、あるいは ( )内に t~f き 込んで下さい.

あなたは .J)!拍お(J:ZIみについておられますか.

(イ)いる

A B C D E 

(ロ)いない

(イ)と答えた人は 、 以下町HlI に l~~tえ 1 さい. (ロ)と答えた人1):以下町1/11にお答え下さい。

イー① あなたのおl:l:il'iま次のどちらですか。

a パー ト タイム

b フJレ タイム

イー② あなたの))!{，のお1:1:11'は次のうちどれです

カ・。

• ~ I'mfi町民税

b 11;務 ・窓口11m

C 剥l.>L. ~~造作業

d ~~品4世.1i

e 版~I(. (家庭訪1111. J，'i~1í) 

r c以外円以業

g c以外的現場作業

h 企F且

1 技術(オペレ-5'-L合む)

j i(材 ・ 製品 ・ il9: mì~~: 町白血 . f~~~}: 

k その他(

イー③ あな たの収制 七円地位は‘次のどのあたり

に該当 しますか.

a一般社n b 班長 ー組長 3'.1.工

c 係長 ・課長布!ift d ;1lH: (それに相当する

支出 。';:n位。所長) e次長 ・部長(それにfl.l

当1る支Ji!i 営業所 ・工場長) rその他( ) 

あなたは1'1'1;¥次のような活動を しておられま

すか。

a いない

b 相会 ・公共(")なボランティア活動

c 政治 宗教白'Jなボランティア活動

d 教義趣味 ースポーツ活動

c PTA 活動

f その他(



( 5 ) 

表 3-1 働くミス年齢Jr~穏別椛成

ぷ
事務 ・組立 ・ 販売(家 販売以組立 ・製 技術(オ

資材 .m~ 
昔|器類

窓口事 製造作
製品検

庭訪II¥J・外の営 造以外の 企画 ペレータ
&， ・設備

その他 計(%)の監視
マ3咋;Jj 業

査
府政) 業 現場作業 ーを含む)

年~f; の管

理 ・保守

19歳以下 11 l l 1 2 161(0.6) 

20-29歳 90 l 7 1 l 6 12 5 123 (81.5) 

30-39歳 6 1 1 8( 5.3) 

40-49歳 l 2 1 4( 2.6) 

50歳以上
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表 3-2 働くミセス年齢職種別村山見

よケ
事務 ・組立 ・ 販売(家 販売以組立 ・ !Jj~ 技術(オ

資材 ・製
計器類 製品検 品 ・設備
の監視

窓口事 製造作
査

庭訪問・ 外の営 造以外の 企画 ベ レーク
E、旨'Jζ σUノ、 夕田立

その他 言1・(%)
務 業 応頭) 業 現場作業 ーを含む)

理 ・保守

19歳以下

20-29歳 16 3 1 3 2 25(34.7) 

30-39歳 4 1 1 7 13(18.1) 

40-49歳 5 2 2 10 1 l 5 26(36.1) 

50歳以上 2 5 1 8(11.1) 

昔1 27 1 2 1 2 1 19 1 1 

¥ (~ 5 \(~~. 8)\ 72 |川 44(264)lM(%) (6.9) (100.0) 

表 3-3 専業主婦年 ItK~約成 表 3-5 パートタイマ一年齢構成

19歳以下 19歳以下

20-29歳 14 25.5% 20-29歳 3 7.3% 

30-39歳 9 16.4 30-39歳 8 19.5 

40-49歳 17 30.9 40-49歳 24 58.5 

50歳以上 15 27.3 50歳以上 6 14.6 

計(%) 55 100.0 表(%) 41 100.0 

表 3-4 男性管理監督者年齢Jf洗車115Jリ構成

ト?事務 ・組立 ・ 販売(家 販売以 組立 ・!民 技術(オ
資材 ・製

百十器類
窓口事 製造作

製品検
庭訪問 ・外の営 造以外の 会商 ペレータ

品 ・設備
その他 昔1.(%) 

のillE視 査 等 の 管
務 業 Ji5liJ!) 業 現場作業 ーを含む)理1・保守

19歳以下

20-29歳 1 つ】 2 1 つ日 2 3 13(27.1) 

30-39歳 4 1 2 2 4 13 (27 .1) 

40-49歳 4 2 1 1 1 3 12(25.0) 

50歳以上 3 1 l 1 2 2 10(20.8) 

前(%) I 川1)1(1~.4 )1 斗 (~.3) .1 ( 1~ .4) 1 )
 

ηο 
。ο
c口(
 

ムI(~. 1) \(~~.O)\ 48 

(100.0) 
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以|い|働くミベ州知管理者

l 2.74 2.68 3.35 3.56 

2 3.32 3.74 2.91 3.52 

3 2.91 3.11 2.75 2.94 

4 3.61 3.63 3.56 4.00 

5 3.68 3.71 3.40 3.10 

6 4.12 4.53 4.40 4.13 

7 3.06 3.15 2.95 2.98 

8 2.77 2.92 3.36 3.88 

9 3.47 3.22 3.73 3.81 

10 4.32 4.38 4.24 3.81 

11 3.87 3.81 3.29 3.21 

12 3.60 3.71 3.51 3.63 

13 3.64 3.83 3.67 3.56 
14 3.71 3.94 3.85 4.17 

15 3.74 4.11 3.84 3.75 
16 2.62 3.33 2.73 2.33 

17 4.03 4.19 3.93 3.71 

18 3.83 3.82 3.55 3.48 

19 3.48 3.53 3.73 4.08 

20 3.96 4.01 3.71 3.60 
21 3.21 3.33 3.36 3.33 

22 3.60 3.21 3.55 3.27 

23 4.01 4.29 3.80 3.69 

24 3.75 3.33 3.75 3.98 

25 4.00 3.90 3.42 3.71 

26 4.07 4.22 3.67 3.60 

27 3.53 3.65 3.36 3.19 

28 4.22 3.97 4.55 4.15 

29 3.53 3.63 3.60 3.33 

30 2.85 3.03 3.18 3.60 

31 4.19 4.39 4.49 3.88 

32 4.30 4.50 4.00 3.81 

33 3.96 4.31 3.89 3.79 

34 4.21 4.33 4.09 3.81 

35 4.23 4.26 3.96 3.90 

〔カテゴリー 2 女性の能力開発〕

このカテゴリーに属する5項目 中， 項目10および17の

ように，一般的で抽象的なステート メントをもっ項目で

は， 3クツレーフ。間に有意な差はみられなかったが， ["子

供」 や 「努力」と いうような，具体的で身近かな内容を

もっ項目 2や 25では 3者間にきわめて有意な差があ

り，子供の有無ーや仕事:の有無が差をもたらす非常に有力

な要因になっていることがわかる。

〔カテゴリ ー3 企業もしくは職場に とっての女性〕

項目11，26， 32という ，仕事についての女性の能力が

企業にとって有益であるという項目については，働く女

性と そうでない専業主婦の間に有意な差があり，逆に，

企業における女性の存在や能力についての漠然としたス

テートメント をもっ項目 3，7， 18では，有意な差がみ

い出されなかった。

この結果からみて，働いている女性は， 自己の能力の

発揮の場として職場を考えているのではないか，そし

て，きわめて仕事にチャレンジングな姿勢をも っている

のではないのか， とい うことが考えられる。

また，項目32で，働くミセスが最も高い平均値を示し

ているこ とは，項目23や33の tテストの結果を勘案して

みると，主婦の職場での労働が，ある面では家計補助の

域を脱して，彼女をとりまく社会(山間)を広くし，そ

の社会に積僅的に働きかけようという姿勢を示している

ものと考えられる。

〔カテゴリー 7 仕事における男女平等〕

このカテゴリ ーでは，失業に関する項目 8をのぞく 6

項目は 3グノレープ。ともすべて女性が男性と平等である

べきであるという意見に，肯定的な傾向を示している。

項目 8については，不況下での女性の失業を専業主婦

のみが肯定し，他の2グ、/レーフ。は否定しているが，その

差は，生活がかかっている と思われる働くミセスと専業

主婦の問より も， 働くミス と専業主婦の問に大きい。こ

れは，本調査の対象となった働くミスが，ほと んど18歳

~24歳の範囲に含まれ，彼女らの就職の時期が， オイ

ル ・ショック以後の低成長下における減量経営のH寺期と

重なったため就職にたいへん苦労したため とも考え られ

るが，同時に， 主婦が生活のためにだ、け仕事をしている

訳ではないことを示しているとも思われる。

項目25と32については，働く女性は，いずれも高い値

を示しているが，働くミス と働くミセスの間で，項目25

と32の平均値の高さが，ともに有意な差はないが，逆I1去し

ており，項目27の結果を勘案すると，働くミセスは，男

性と平等にという積極的な意志をも って働き，努力はし

ているが，機会が与えられていないと感じており，働く

ミスは，女性の意欲や努力が欠けているので，昇進が困

難であると思っていると言えよう。これは，働くミセス

が，特に，結婚前から現在と同じ会社にいる場合に，男

性のキャリアや仕事の遂行能力と会社側の処遇について

自分と比較するためこのような結果になったものと考え

られる。 なお，この2項目については，専業主婦はあき

らかに， 働く女性より 低い値を示しているが，項目32で

は， 4.00という高い値を示していることからみて，女性

の能力や仕事をする ということについて無関心であるわ



表 5 カテゴリー別 t検定表(カテゴリー 5をのぞく)

カテゴ 働く ミス 似'1<ミス (動くミセス {励く ミス 働くミセス 専業主焔
J}~目とととととと

リー 働 くミ セλ 専業主婦 専業主婦 91 世l:4J~!者男性管沼!者 男性管珪I!者

l 中本 中:同 中キ:;:

9 犬

1 I 16 ドド k キf: **不

24 ヰ* r * 同

30 I I I *** I * 

10 料 | 料 キ

2 I 17 ホ

25 同ヰ ** 
i 31 ホ 材 料不

3 

7 ド

11 I *ホド ** **ド 北白

3 I 17 ネ

18 本

つつ 4 

26 I I * *同 キ*刊

I ~; 1 1 " 
4 ド

12 

4 I 19 本州 i 

27 

33 I * I I * 同学

8 I I ** I I *** 同本 * 
6 I 15 

29 

8 I I *ド *** 千本広 話

10 キド ドド キ

22 I '1 

7 I 25 ドドド キキ

27 ド

31 持 制 ネ**

32 I I * I *同 *水 ・同

8 I 21 

28 I * 同お

35 * 

同ド :p< .001 ホド :p<.Ol ": p<.05 

( 7 ) 



( 8 ) 

表 6 カテゴリ ー5 t検定表

fillIJくミス {出jくミス {励くミス
働くミセ

{励くミセ
ls!日 とf@Jくミ とパー トと専業主

スとパー スと専業
トタイマ

セス タイマ ー環1 主婦

5 

13 

20 

23 ‘r ドド

33 ‘ー *持キ

34 

料 *: p< .001 同 :p<.Ol '"・ p<.05

表 7 女性 3グループの F検定表

項目|有意水準 1項目|有意水準 l項目|有意水準

1 13 25 キキキ

2 >" ~ 14 26 ， トミ

3 15 * 27 

4 16 ネホ勾 28 '" 
5 17 29 

6 ， 18 30 

7 19 31 

8 
， 

20 32 !ネ

9 21 33 ** 
10 22 < 34 

11 i本法 23 ネ 35 

12 24 

同ネ p<ー001 同 ・p<.01 * : p< .05 

けではないものと考えられる。

項目 22については， 高いキャ リアをもっ働くミセス

が，昇ー進とのかねあいで， もっ とも規制緩和に肯定的な

傾向を示すものと考えられたが，まったく逆の結果にな

った。この予測は，女性の昇進の阻害要因のひとつと し

て残業時間の規制や母性保護規定等が問題となって くる

ことから立てられた(労働省婦人少年局 1978)。 しか

し，働くミセスにとって出産 ・育児は何 ものにも優先

し，それが仕事に大きな影響を与えるというロビンとテ

イッカマイヤー (Lovin，L. S. and. Tickamyer， A. 

R.)の指摘を考慮、に入れれば，この点の改正が，改惑に

なるかもしれないというおそれを働 くミセスが感じ，消

極的な結果を示したものとも考えられる。 山野和子は，

この点に関して次のように指摘している(産業労働調査

所)。

『このように男女平等の定見もなく ，男女平等をすす

めるためには，まず保護の解消が必要だ、と い うこと

は， 保護を切りすてることが平等だという論理にほか

パー トタ {励くミス {到Jくミセ
パー トグ 専業主婦 パー トタ

イマ ーとと男性管 スと男性
イマーと

と男性管 イマ ーの
男性管理

専業主婦 理者 管:理者
者

理者 平均値

*功 *持 斗 3.63 

3.90 

神 * 3.90 
?ド 米エキ "ド 4.32 

'" 4.15 
(. キ ネ込 2 レ 4.49 

ならない。』

カテゴリー 7全体についてみると，専業主婦の関心が

意外に高く ，家庭にいる人は，仕事をする ことについて

無関心であり，回答は “どちらとも言えない"に集中す

ると考えていたが，この予想、はみごとにはずれた。

V-2 男性管理者と女性との比較

表 3において男性管理者が，女性 3グルーフ。のいずれ

よりも高い平均値をもっ項目は 1， 4， 8， 9， 14， 

19， 20， 30の8項目であり ，表 4，5， 6をみると いずれの

項目も3グノレーフ。のうちのどれかと有意な差をもってい

る。これらの項目は，項目 14をのぞいてすべてが，女性

の社会(職場)進出にネガティブな内容や家事俊先をう

たう内容をもっ項目であり，カテゴリー lに属する 5項

目のうち 4項目が含まれていて，男性管理者には “オン

ナは家に"という意識が根強いこ とを物語っている。

また，項目 4と19は，カテゴリー 4に属するもので，

彼らが，女性の行動特性は職務遂行上の障害となりやす

いと感じている こと を示しているが，働く女性自身は，

少なく とも “甘え"は少ししかないと感じている と判断

できうる結果を示している。特に，項目 19において，働

くミスと男性管理者の間に 0.1%という非常に高いレベ

ノレの有意差がある こと は，ジェネレイション ・ギャップ

とも考え合せてたいへん興味深い結果であると言える

〔表 3-4からわかるように，本調査の対象となった男

性管理者の72.9%が， 30歳以上である)。

また，カテゴリー 1に含まれる項目 16は，他bく女性の

仕事佼先を述べたものであるが，働くミセス以外は，す

べて否定的傾向を示し，男性管理者にその傾向が最も強

い。 しかも，仕事優先肯定の働 くミセスと否定の働くミ

スの問に，0.1 %レベルの高い有意差があるこ とは，働

くミスが，結婚後も働きつづける場合， このような意

見 ・態度を持ちつづけ，そのことが女性の仕事への態度

を規定し， 社会や職場での女性の活躍の場を小さくして



ゆく可能性があることから，注目に値するものと考えら

れる。ただし，結婚後も仕事をつづける場合は，腰かけ

的気分も少しは抜けーーと いうのは，次に“出産まで"

というステップがあるので一一仕事を生活や生甲斐の一

部として感じるようになり，仕事と家庭のノミランスが変

化することも考えられる。

このような“オンナは家に" “オンナは甘えが多く，

感情的である"という男性や一部女性の思いこみ，ない

しは，偏見，もしくは，経験則が，女性の職場での能力

発揮や昇進，そして，社会進出への足柳になっているも

のと考えられる。

次に，男性管理者の平均値が，女性 3グノレーフ。に比し

て低いものをみると，項目 5，10， 11， 13， 16， 17， 18， 

20， 23， 26， 27， 29， 31， 32， 33， 34， 35の17項目があ

げられ，項目13と19を除く 15項目すべてが，女性3グル

ープのうちのいずれかと有意な差をもっており，特に，

項目 5，10， 11， 20， 31， 32， 34の7項目は 2つのグ

ループと有意な差をもっている。 しかも， 項目31のみ

が，主婦(働くミセスと専業主婦)対男性管理者という

組合せで，あとの 6項目は働く女性対男性管理者という

組合せであり，両者の問に意識函での差が大きいことを

示している。また，これら 7項目以外の 8項目において

有意差がみられる組合せは，すべて働くミセス対男性管

理者であることを考え合せると，この差の大きさの意味

は，その重みをさらにましてくるといって過言ではな

u、。

これら15項目をカテゴリー別にみると カテゴリ ー3・

5・7に集中しているのがわかる(項目33は，カテゴリ

-4・5の両者に，項目10と31は，カテゴリー 2・7の

両者に含まれるが，いずれも後者のカテゴリ ー論じるこ

とにする)。

カテゴリー 3に属する項目 11，18， 26， 32のうち項目

18は，働くミセスと男性管理者とのあいだにのみ， 5% 

レベノレの有意差を見い出すこと ができるが，他の 3項目

は，働く女性対専業主婦 ・男性管理者という組合せで有

意差がみられ，働く女性自身は，彼女達の存在を企業に

とって重要かっ有用であり，可能性を秘めたものとして

知覚しているのに対して，専業主婦や男性管理者は，そ

れほど高く評価していないことがわかる。特に，男性管

理者が，女性をそれほど高く評価していないことは，女

性に重要で責任のある仕事を与えないことにつながり，

ひいては，それが女性自身の無力感や仕事への絶望につ

ながっていくものと考えられ，大きな問題を内包してい

るといえる。なぜならば，ミラーら(Miller，J. et al.) 

が指摘するように，働く女性の知的 ・人格的発達は，直

( 9 ) 

接的に現在の職業上の経験によって影響されるというこ

とは， かなりありうるこ とであるからである (Miller，

J.， Schooler， C.， Kohn， M. L. and Miller， K. A.)。

カテゴリ ー7に属する項目 10，27， 31， 32についてみ

ると，女性3グループの問では，項目31で働くミスと専

業主婦との問に 5%レベルの有意差があるだけで，女性

と男性管理者の間の差の大きさが自につく。項目 10，

31， 32では，女性はいずれも高い値を示しており，男性

との能力差を感じていないことや，平等の処遇を望んで

いることがわかる。

また，項目 10，25， 32は女性の昇進に関するものであ

る。項目25:で，働く女性と男性管理者は一様に(有意差

なしに)女性が昇進するために努力しなければならない

ことを認めているが，項目10と32では，働く女性のほう

が，女性にとって能力に対応した昇進がなされていない

と感じていることを物語っている。 これは，働く女性

が，女性であるがi'&に差別されていると感じている事(先

入観)のせいかもしれないが，他の面ではあきらかに，

勤続期間が短いとか，感情的であるとか，能力が劣ると

いうような，女性は管理者にはむかないという数々の神

話のせいで，現実に管理ー者もしくは責任のある地位に昇

進できないでいることの表われかもしれない(労働省婦

人少年局 1978，産業労働調査所，Reif， W. E.， Ne. 

wstrom， J. W. and Monzka， R. M.)。前出の統計的

な資料でみるかぎりでは，後者の方が妥当であると恩わ

れる。しかしながら， レイフら (Reif，W. E. et al.) 

は，管理者職能についての男女差に関する多くの研究を

レビューして次のように結論づけている。

『決定的ではないが，すべてのこれらの調査の発見は，

女性管理者が，基本的に男性とことなる ことなる

とは， -Jij主に劣ることを意味するーーという仮定のい

くつかは，事実によ って うまく支持されないというこ

とを強力に示す。』

そして，彼らは， 彼らの調査にもとづいて， より効果

的に価値のある人的資源を利用するために，組織に対し

て平等に女性を処遇することを勧めている CReif，W. 

E. et al.)。我国の職場風土と米国のそれとは， 一概に

同列に論じること はできないが， レイフらの勧告は，我

国の組織にそのまま与えられでもよいと考えられる。

労働省婦人少年局の調査によれば、，男女平等の教育訓

練を実施している企業は19.4%にすぎず，女子には受け

させないが13.2%，女子にも受けさせるが種類は男子と

はことなるが32.7%一一このうち80.3%が採用時の基礎

的訓練のみ--，残り34.7%は男女とも実施せずという

結果がでている(労働省婦人少年局 1978)。つまり女性
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は，ほとんどの場合，どのように長く勤務してもそれに

みあった教育訓練を受ける機会にはめぐまれないという

わけである。日本経営者団体連盟と日本産業訓練協会が

5年ごとに行なっている調査でも，女子社員教育の必要

性の認識やそれに対する真剣さについて， 真剣さが足り

ない，あまり真剣でない，ほとんど真剣でないという回

答が，各々23.3%，36.2%， 30.9%計90.4%という値を

示し，女子社員教育がないがしろにされている実情を示

している(日本産業訓練協会， 日本経営者団体連盟)。こ

のような状況のもとで，女子の能力が劣るという理由で

の差別的処遇は，妥当なものとは考えられない。今後，

人材開発における男女の平等は，強力に推進される必要

があるもの と思われる。

継続的な経済発達は，女性労働者(若年女性や既婚

者)の需要の増加を導き，この変化はとり消すことがで

きないと，オッペンハイマー COppenheimer，V. K.) 

が指摘しているように，女性の職場進出は，米国のみな

らず我国でも今後も拡大しつづけるものと思われる。そ

れi投，女性の能力開発や昇進の道は，より大きく関かれ

る必要がある。本調査の結果からみても，億IJく女性は，

それを受け入れる意欲があり，能力もあると知覚してい

るからである。

カテゴリー 5に属する項目 5，20， 23， 33， 34につい

ては，次の V-3でみる。

V-3 I女性が働くこと」の意味

し，この面の方をより強く，パートタイマーが志向して

いることが1コカミる。

項目33において，働くミセスが最も高い値を示し，パ

ートタイマーをのぞく他の 3グノレーフ。との問に有意な差

を示しているのは，同世代の専業主婦と接する機会(た

とえは、， P.T.A.，地区の自治会活動など)が多く，その

時， 専業主婦との視点の差をみる ことが多く，このよう

な結果になったものと恩われる。逆に，男性管理者は，

働いているいないという枠組ではなく，既婚未婚とい う

枠組で女性をみがちなので，さほど肯定的な回答とはな

らなかったものと考えられる。

カテゴリー 5を全体的にみると，パートタイマーと働

く女性， 特に働くミセスが， かなり近い得点傾向を示

し，各項目に高い肯定傾向の回答をみせ， 専業主婦や男

性管理者との問に有意な差をみせることが多い。これは

働くということが，全人格的な意味でたいへん大きな魅

力をもっているととを示している。すなわち，金銭的要

求よりは，より高次な要求(社会的要求や時には自己実

現への要求)によ って動機づけられていると言えよう 。

家庭と仕事の板ばさみの中で，それで、も似Jくということ

の魅力は，ホーノレとゴードン (Hall，D. and Gordon， 

F. E.)が， 専業主婦や働く女性(フJレタイムとパート

タイマーで分けている)についての研究結果から指摘し

た，役割l葛藤をもたらし，仕事の上での満足感や幸福感

を低くおさえることに重要な役割を演じる家庭の圧力を

按除けるほど強いものと考えられる。また，この研究は，

ノfートタイマーの方がフノレタイムで働くミセスより，

より多くの役割について満足していることを示している

が，このことは，本調査でもパートタイマーが，仕事へ

の積極的な姿勢を示していることからみて肯首できる。

女性が働くことの意味について問うカテゴリー 5は，

表5に示されるように，パート・タイムで働く主婦(以

下，パートタイマーという)についても平均値や他のグ

ノレーフ。の平均値との有意差の検定の結果をとうして分析

を試みた。なお，ここでパートタイマーを取り上げたの

は，専業主婦とフノレタイムで働く女性の聞にあって，景 V. おわりに

気変動等によっていつ解雇されるかもわからず，正規の 一一本調査のまとめと今後の課題一一

従業員に比して非常に不利な雇用条件下で働く女性が， 今回の調査の結果の要点は，次の 4点にまとめること

働くということをどう考えているのか一一特に，経済的 ができる。

にのみ動機づけられているのかどうか を知ること 1) 働くミセスをはじめとする働く女性は，積僅的な

は，女性が働くことの意味を知ることのうえで，非常に 姿勢で仕事にむかつており ，彼女達自身の能力や意欲を

有益であると考えたからである。 高く，そして，企業にとって女性の労働はたいへん重要

表5をみると，パートタイマーは，家計補助(項目 であると判断している。

13)という函では，最も高い値を示しているものの他の 2) 働く女性から，昇進や責任のある仕事，そして，

4グノレーフ。と有意な差はみられず，経済的な自立志向 能力を発揮する場をうばう理由とされる女性の行動特性

(項目 5)という面では，他の働く女性よりも低い肯定 については，ほとんどの項目について，働く女性は，積

傾向しか示さず，強力な経済的動機にかられて働いてい 極的に肯定することはない。しかしながら，男性管理者

るとは言いがたい。むしろ，対人関係の技能(項目23) は，それらを強く支持する傾向を示している。

や生き生きとした生活(項目34) という面で高い値を示 3) 専業主婦の反応傾向は，男性管理者のそれに近



く， 4つの対象群をグ、ノレーフ。に分けすると，働く女性対

それ以外の人々の 2つに分けられ，働く ミセス と専業主

婦の差はたいへん大きく，働くミス は， その ':I~ 聞に，ど

ちらかといえば，働くミセスに近い傾向をみせながら位

置する。

4) 全体的にみて， “オンナは家に"というような女

性についての伝統的な考え方は，いまだに根強いものを

もっている。

以上の点から，女性が職場で働くことについて考えて

みる と次のよう なことが言えよう。

働く女性，特に働くミセス自身の仕事ーへの姿勢や意欲

そして能力に関する知覚は，決して彼女らが，竹 I:I~恵美

子が指摘するような，経済的な必要性から職業的に自立

する意思のない女性がやむをえず労働市場に参加lしなけ

ればならないことが多いという状況を，肯定するもので

はなく，む しろ，積極的な職業へのと りくみを示してい

ると考えられる。このことは，前節のカテゴリー5 i女

性が働く理由」の項の検討によっても支持されるものと

思わjもる。

しかしながら，専業主婦や男性管理者の意見をみる

と，前述のように，{!li!Jく女性の意見とは， かなりかけは

なれており，そこには i女が家庭をまもり ，男は外で

働く」という伝統的な男女分業論的傾向や，男性中心社

会であるが故の女性軽視の風潮が色泌くただよっている

ように思われる。また，それを受け入れている一群の，

そしてたいへん多くの女性の存在が浮び上ってくる。こ

のこ とが，職場でもいわゆる性によ る差別を，昇進や賃

金の面で表出させる原因となっているものと考えられ

る。そしてまたそれが，たとえ，女性の職場への参加を

認めたとしても，竹中の指摘する，男女平等を形骸化し

よう とする男性中心社会や資本の論理が社会問題として

存在する という我国の現状を維持する原動力ともなって

いるものと考えられる。

この男女分業論が主流を占める社会や家庭で成長した

女性は，職業をとうしての社会的経済的自立を放棄し，

腰かけ的就業態度で仕事に対l時し，職業をとうして自立

を試みる女性の足を引張るのに一役買っている。また，

男女分業論は，家庭にしか関心をもたず仕事に集中でき

ない女性や，家事 ・育児と仕事とのかけもちで身心と も

に磨減らし，結局仕事の面でも半人前にしか扱われず，

補助労働や単調労働しか与えられない働くミセスを生み

出しており ，このような現状が，女性，特に{動 くミ セス

の労働に 「家計補完」という位置を与えて しま っている

ように思われる。家庭や社会において，男女分業論的発

想が転換され，男女の公平な役割分担がなされた時，は

( 11 ) 

じめて企業内でも充分な女性の能力発揮が，期待できう

るものと考えられる。そのためには，出産 ・育児期の女

性には，大11穏なフレックスタイムの導入や，労働時間の

短縮等の便宜を与え，必ずしも，育児を犠牲に する と

か，仕事をやめるというような二者択一的状況に女性を

追いこまないような施策をとることが必要になってくる

もの と考えられる。もし，それらが不可能な らば，今後

も，働く女性の結婚一退職，結婚一出産一退職そして子

育て後の再就職という女性雇用のM字型カーブはいつま

でもつづくことになるであろう。この，子育て後の再就

職は，不況下での人減らしの対象に最もなり やすいパ

ー トタイマーや臨時職員(工)であることが多く，それ

は，沼田繁が指摘するように，働く婦人の賃金の状態を

いっそう劣悪化させているものと考えられる。出産 ・育

児は，我々人類一一女性にではない一ーにと って 不可

避，不可欠なこと である以上，出産 ・育児期の女性労働

者には大幅な便宜を提供することによって， M字型カー

ブのコノレの部分を左右のピークの高さにより近づけるよ

うな努力がなされるべきであると思われる。そのような

努力が，働く女性の仕事への関心を高めることになり，

仕事を一時期はなれて再就職することによ って生 じる，

さまざまな不利益や問題をとりのぞくとともに，腰かけ

的な態度をすてさせ，また，自己啓発への努力を促すこ

とにもなる。そしてそれは，多くのキャ リアを積んだ女

性を， 単調，補助的な労働から開放し，多くの女性に昇

進の門戸を開放するとともに，彼女達を企業の重要なi協

力へ転化してゆくもの と考えられる。 本調査でみたよう

に，働く女性は，女性の意欲 ・能力を決して低いもの と

はみなしていないのである。

伝統的な，男女分業論的な考え方が，職場における女

性の不利な面のすべての原因になっているわけではない

のは言うまでもない。不平等と思われがちな女性の処遇

が，男性に比べてみると，現実には非常に公平な処遇で

あると考える人々 も多いことは否定できない。また，多

くの中高年の女性労働者が，高度経済成長下のインフレ

イション，スタグフレイション，大型耐久津i致'財の111#入

の増大の中で，家計補助のためだ、けに労働市場に，不利

益，不公正な処遇をものともせずに参入して行ったこと

も否定できない。しかし，高学歴化した女性社員の採用

や，結婚 ・出産の後も退職しない女性の増加と， その戦

力化を考えるH寺，性による差別は，排除されなければな

らないであろう し，性による役割の分担は再検討される

べきであろう。そしてそれは， 社会全体の潮流として行

なわれるべきであって，少数の人々や企業の中でのみ行

なわれるべき性格のものではないと考え られる。



( 12 ) 

今後の研究の課題は， 働く女性は， 1)仕事をしてい

てどんな時(何)に満足を感じるか，2)一般に女性は

一一米国においても一一賃金の面であきらかに差別を受

けていると言われるが，それについてどう感じている

か， 3)仕事をする上での家庭の圧力は，具体的にはど

んな11寺に感じるのか，等を調べることによって，女性が

+動くこ とによって，また，仰jいていて迎過するさまざま

な問題を究明し，また，働く独身男性，共稼ぎの男性，

妻が似Jいていない既婚の男性を対象に同様の調査を実施

し， 男性に とって女性が働 くことは どういう意味をもつ

のかという ことを探究し てみることである (Feather-

man， D. L. and Hauser， R. M.)。また，より精綾な

実態把握を期するために，今回の調査の結果自体につい

て面接調査でフォローしたり，カテゴリー|前の相関を検

討してみることが必要であると考えられる。
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